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. はじめに

前年の2022年は，新型コロナウイルス感染症

（COVID19）の影響がまだ続いている状況であり，

学内でのマスク着用の方針は「ユニバ―サル・マス

ク・ポリシー学内で人と対面するときには，常に

不織布マスクを着用すること」となっていた．しか

し，2023年 4 月 1 日以降，マスク着用ルールが変

更され，学内の COVID19への対応方針（第12報）

では，マスクの着用は個人の判断に委ねることが基

本となった．2023年 5 月 8 日には国が COVID19

の感染症法上の取扱いを，季節性インフルエンザと

同じ 5 類感染症に変更した．これに伴い，授業運

営についても，一部の例外を除き原則対面授業とな

った．啓心寮についても，2020年度の入学者から

収容定員の50（かつ医学部生の入寮は無し）に

入寮者を制限していたのを収容定員100（ただし

医学部生の入寮は無し）に戻した．感染には十分注

意を払いながらも，ようやくコロナに拘束されるこ

となく社会生活を送ることができるようになった年

度であった．今年度は，2021年度の学部改組・定

員増から 3 年が経過し，さくらキャンパスに通う

学生達は，2210名（総定員）となった．そして，

スポーツ科学科，マネジメント学科，健康学科の 3

学科制が残る最後の年でもあった．

. 年度累加測定の実施概要

2023年度は概ね前年度を踏襲しつつも，2 つの改

善を行った．1 つは，対象者を全学年に戻したこと

である． 2020 年度， 2021 年度， 2022 年度は

COVID19による制限を余儀なくされ，2020年度

は 1 年生のみ，2021年度と2022年度は 1・2 年生の

みを対象として実施した．もう 1 つは，測定スタ

ッフをスポーツ医科学コースの必修科目「スポーツ

医科学研究法」の受講生（3 年生）にしたことで

ある．半世紀を超えて続く累加測定行事は，改善の

議論が度々行われ，近年特に，学生が前向きに取り

組める方策の検討が行われていた．その方策のひと

つとして，「累加測定を授業と関連付けること」が

累加測定委員会の中で提案されていた．2020年度

からスポーツ健康科学総論（1 年次必修科目）の授

業の一部に累加測定を位置づけて 1 年生が累加測

定に参加することにしたのもその方策のひとつであ

った．そして新カリキュラムが 3 年目を迎え，
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2023年度はコース所属の学生があらわれるタイミ

ングであったことから，スポーツ医科学の学びを深

めようとする学生が多く集まるスポーツ医科学コー

スの必修科目であり，累加測定が授業の趣旨と一致

するスポーツ医科学研究法の受講生に関わっても

らうこととした．

資料 11 はスポーツ健康科学部の学生に配信し

た累加測定に関する案内である．1 年生は10月18日

の累加測定に先立ち，スポーツ健康科学総論（10

月11日分）として，これまでと同様にオンデマン

ド動画の視聴を行った．累加測定当日は，1 年生か

ら 4 年生を担任クラスまたはゼミナールごとに測

定時間帯を定め，過去 2 年間学年別に実施してい

たやり方から変更した（資料 12）．また，教員は

その担任クラスおよびゼミナールに付き添い，担任

会を兼ねて学生生活全般のアドバイスをするなど，

コミュニケーションをはかった．累加測定の 1 週

間後に実施したスポーツ健康科学総論では，自身の

測定結果ならびにアンケート回答結果について，こ

れまでに報告された順大生の統計値等との比較を行



3

資料事前配布別添資料

3順天堂スポーツ健康科学研究 第15巻 Supplement (2024)

い，自身の体力や生活習慣等を各自が考察した．

スポーツ医科学研究法の受講生は累加測定前の

授業回において，累加測定の測定員としてのトレー

ニング，リハーサルを行った．当日は，受講生を 8

つのグループに分け，各グループ10数名が 4 箇所

ある会場の午前または午後の測定を担当した．

. 累加測定の運営について

当日の累加測定に携わるスタッフは，スポーツ医

科学研究法の受講生約100名の他に，スポーツ健

康医科学研究所の PD，RA，そして，測定評価学

研究室（河村）と発育発達学・測定評価学研究室
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（鈴木）の大学院生であった．スポーツ医科学研究

法の受講生以外のスタッフは，事前にミーティン

グを行い，当日の準備の仕方，動き方，測定方法，

感染対策の確認を行った．資料 3 はミーティング

に用いた資料である．

. 学生の参加状況

本年度の累加測定に参加した学生数を表 11 に

示した．各学年の出席率は 1 年生が91.6，2 年生

が78.4，3 年生が57.3，4 年生が54.3であっ

た．いずれの学年も直近のデータと比べて出席率が

向上した．1 年生はスポーツ健康科学総論，2 年生

は担任会，3・4 年生はゼミナールなどに位置づけ

たことが出席率の増加に貢献したのかもしれない．

Web アンケートの回答率をみると（表 12），1

年生の回答率は92.8（前年度95.6）であった．

2 年生は79.3（前年度82.9），3 年生は57.8

（前年度12.5），4 年生は54.6（前年度15.1）

であり，昨年度の回答率と比べると，1 年生と 2 年

生は微減，3 年生と 4 年生は大幅に増加した．3・4

年生については，これまでメール配信による回答依

頼だったものをゼミナールに位置づけ現地への参加

を促したことが回答の増加につながったのかもしれ

ない．

. 基礎集計結果

体格・体力に関する測定項目の集計結果を表 2

に示した．2020年度以降 4 学年を対象とした累加

測定が実施できていなかったため，4 年ぶりに 4 学

年のデータがすべて揃った．

表 3 は，男子運動部（表 31），女子運動部（表

32）ごとの集計結果を示した．運動部ごとの集計

は例年通り，データ数（身長のデータ数を基準）が

9 以下の場合には示さないこととした．なお，同好

会等の組織については例年通り，集計を行わなかっ

た．運動部ごとに過去の測定年度と比較を行う場合

には，2020年度は 1 年生のみのデータ，2021年度

と2022年度のデータは 1 年生と 2 年生のみである

ことに注意する必要がある．

本年度は，Web 入力フォームで調査した項目の

うち，運動・生活習慣に関する項目について，これ

までと同様に基本的な集計結果を示した（表 41～
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表 414）．ただし表 414については，フィジカル

リテラシーの調査であるが，2023年度に初めて行

った調査である．フィジカルリテラシーの調査項目

には，Physical Literacy for Life assessment tool

(PL4L）を日本スポーツ協会のスポーツ医・科学

研究プロジェクトにおいて翻訳されたものを採用し

た．詳細については，「身体リテラシー（Physical

Literacy）評価尺度の開発」報告書を参照されたい

（https://www.japan-sports.or.jp/publish/tabid669.

html）．
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表 11 2023年度体格体力累加測定当日の出席率

学年 学 科 在籍者 出席者 出席率

1 年

スポーツ健康科学科 全体 622 570 91.6

男性 413 375 90.8

女性 209 195 93.3

2 年

スポーツ健康科学科 全体 615 482 78.4

男性 392 303 77.3

女性 223 179 80.3

3 年

スポーツ健康科学科 全体 599 343 57.3

男性 407 232 57.0

女性 192 111 57.8

4 年

スポーツ科学科 全体 253 147 58.1

男性 173 104 60.1

女性 80 43 53.8

マネジメント学科 全体 81 45 55.6

男性 51 30 58.8

女性 30 15 50.0

健康学科 全体 82 34 41.5

男性 29 12 41.4

女性 53 22 41.5

全体 全体 416 226 54.3

男性 253 146 57.7

女性 163 80 49.1

全体

スポーツ健康科学科 全体 1836 1395 76.0

男性 1212 910 75.1

女性 624 485 77.7

スポーツ科学科 全体 253 147 58.1

男性 173 104 60.1

女性 80 43 53.8

マネジメント学科 全体 81 45 55.6

男性 51 30 58.8

女性 30 15 50.0

健康学科 全体 82 34 41.5

男性 29 12 41.4

女性 53 22 41.5

全体 全体 2252 1621 72.0

男性 1465 1056 72.1

女性 787 565 71.8

表 12 2023年度体格体力累加測定 Web アンケート

の回答率

学年 学 科 在籍者 出席者 出席率

1 年

スポーツ健康科学科 全体 622 577 92.8

男性 413 380 92.0

女性 209 197 94.3

2 年

スポーツ健康科学科 全体 615 488 79.3

男性 392 310 79.1

女性 223 178 79.8

3 年

スポーツ健康科学科 全体 599 346 57.8

男性 407 231 56.8

女性 192 115 59.9

4 年

スポーツ科学科 全体 253 149 58.9

男性 173 103 59.5

女性 80 46 57.5

マネジメント学科 全体 81 41 50.6

男性 51 26 51.0

女性 30 15 50.0

健康学科 全体 82 37 45.1

男性 29 15 51.7

女性 53 22 41.5

全体 全体 416 227 54.6

男性 253 144 56.9

女性 163 83 50.9

全体

スポーツ健康科学科 全体 1836 1411 76.9

男性 1212 921 76.0

女性 624 490 78.5

スポーツ科学科 全体 253 149 58.9

男性 173 103 59.5

女性 80 46 57.5

マネジメント学科 全体 81 41 50.6

男性 51 26 51.0

女性 30 15 50.0

健康学科 全体 82 37 45.1

男性 29 15 51.7

女性 53 22 41.5

全体 全体 2252 1638 72.7

男性 1465 1065 72.7

女性 787 573 72.8

9順天堂スポーツ健康科学研究 第15巻 Supplement (2024)



10

表 21 2023年度学年別の平均値および標準偏差〈男子〉

1 年 2 年 3 年 4 年

N M SD N M SD N M SD N M SD

1. 形態

 身長 (cm) 374 173.2 6.5 304 173.1 6.0 231 172.6 5.9 146 173.3 6.5

 体重 (kg) 374 66.9 9.3 304 67.9 9.2 231 67.9 9.1 146 69.4 12.0

2. 機能

 反復横とび最高値 (点) 349 60.4 5.6 276 60.3 6.2 211 61.4 5.6 140 59.9 5.7

 垂直とび (cm) 360 59.7 7.9 293 59.1 7.8 220 61.4 8.4 142 59.4 8.7

 握力最高平均値 (kg) 375 43.5 6.7 303 43.7 6.6 232 44.6 7.2 146 44.6 6.7

握力右最高値 (kg) 374 44.7 7.2 302 44.6 7.1 232 45.5 7.2 146 45.7 6.9

握力左最高値 (kg) 374 42.3 6.8 303 42.7 7.0 231 43.7 7.6 146 43.6 7.1

表 22 2023年度学年別の平均値および標準偏差〈女子〉

1 年 2 年 3 年 4 年

N M SD N M SD N M SD N M SD

1. 形態

 身長 (cm) 197 160.9 6.4 179 161.0 5.6 111 161.2 5.8 80 160.9 6.2

 体重 (kg) 197 56.0 7.2 179 56.1 7.7 110 55.1 7.1 79 54.2 6.3

2. 機能

 反復横とび最高値 (点) 183 54.1 4.8 167 54.0 4.7 103 53.6 5.8 76 51.8 8.6

 垂直とび最高値 (cm) 186 43.4 6.1 175 44.3 6.5 108 42.8 6.1 79 43.0 5.3

 握力最高平均値 (kg) 195 29.7 5.3 179 29.5 4.5 111 28.7 4.5 80 28.7 5.5

握力右最高値 (kg) 195 31.0 5.8 179 30.4 4.7 110 29.6 4.7 80 29.4 5.8

握力左最高値 (kg) 195 28.4 5.4 178 28.5 4.7 111 27.9 4.8 80 27.9 5.7
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表 41 2023年度 クラブ所属有無

N
所属して
いる()

所属して
いない()

1. 全体 1718 86.3 13.6

2. 性別

男性 1127 86.3 13.6

女性 591 86.3 13.7

3. 学年別

1 年 598 90.6 9.2

2 年 507 88.4 11.6

3 年 369 81.8 18.2

4 年 244 78.3 21.7

4．性＊学年別

男性 1 年 397 89.7 10.1

2 年 323 88.2 11.8

3 年 250 82.4 17.6

4 年 157 80.3 19.7

女性 1 年 201 92.5 7.5

2 年 184 88.6 11.4

3 年 119 80.7 19.3

4 年 87 74.7 25.3

5. 学科別

スポーツ健康科学科 1474 87.7 12.3

スポーツ科学科 158 81.0 19.0

マネジメント学科 47 68.1 31.9

健康学科 39 79.5 20.5

表 42 2023年度 怪我の有無

N
有

（)
無

（)

1. 全体 1715 32.6 67.4

2. 性別

男性 1124 33.8 66.2

女性 591 30.3 69.7

3. 学年別

1 年 595 31.4 68.6

2 年 507 36.7 63.3

3 年 369 33.1 66.9

4 年 244 26.2 73.8

4. 性＊学年別

男性 1 年 394 30.7 69.3

2 年 323 39.6 60.4

3 年 250 32.8 67.2

4 年 157 31.2 68.8

女性 1 年 201 32.8 67.2

2 年 184 31.5 68.5

3 年 119 33.6 66.4

4 年 87 17.2 82.8

5. 学科別

スポーツ健康科学科 1471 33.7 66.3

スポーツ科学科 158 29.1 70.9

マネジメント学科 47 23.4 76.6

健康学科 39 17.9 82.1
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表 43 2023年度 飲酒頻度

N
ほぼ毎日
（)

ときどき
（)

飲まない
（)

飲めない
（)

1. 全体 1711 1.3 33.3 34.8 30.5

2. 性別

男性 1120 1.7 33.6 35.2 29.6

女性 591 0.7 32.8 34.2 32.3

3. 学年別

1 年 594 ― ― ― ―

2 年 507 1.2 37.5 34.9 26.4

3 年 367 3.5 60.5 31.6 4.4

4 年 243 1.6 61.3 30.5 6.6

4. 性＊学年別

男性 1 年 393 ― ― ― ―

2 年 323 1.2 39.0 34.1 25.7

3 年 248 4.4 60.1 32.3 3.2

4 年 156 2.6 59.6 34.0 3.8

女性 1 年 201 ― ― ― ―

2 年 184 1.1 34.8 36.4 27.7

3 年 119 1.7 61.3 30.3 6.7

4 年 87 0.0 64.4 24.1 11.5

5. 学科別

スポーツ健康科学科 1468 1.3 28.7 35.6 34.5

スポーツ科学科 157 0.0 60.5 32.5 7.0

マネジメント学科 47 4.3 63.8 23.4 8.5

健康学科 39 5.1 61.5 30.8 2.6

表 44 2023年度「タバコを吸いますか」

N
吸 う
（)

や め た
（)

吸わない
（)

1. 全体 1711 2.7 1.8 95.4

2. 性別

男性 1120 3.4 2.5 94.1

女性 591 1.5 0.5 98.0

3. 学年別

1 年 594 ― ― ―

2 年 507 1.2 2.0 96.8

3 年 367 5.7 3.0 91.3

4 年 243 8.2 2.5 89.3

4. 性＊学年別

男性 1 年 393 ― ― ―

2 年 323 1.5 2.8 95.7

3 年 248 6.9 4.4 88.7

4 年 156 10.3 3.2 86.5

女性 1 年 201 ― ― ―

2 年 184 0.5 0.5 98.9

3 年 119 3.4 0.0 96.6

4 年 87 4.6 1.1 94.3

5. 学科別

スポーツ健康科学科 1468 1.8 1.7 96.5

スポーツ科学科 157 8.9 3.8 87.3

マネジメント学科 47 10.6 0.0 89.4

健康学科 39 2.6 0.0 97.4
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表 45 2023年度 睡眠時間

N
5 時間未満
（)

5～6 時間未満
（)

6～7 時間未満
（)

7～8 時間未満
（)

8 時間以上
（)

1. 全体 1711 5.1 31.7 41.8 17.7 3.6

2. 性別

男性 1120 4.1 30.0 44.5 17.9 3.5

女性 591 7.1 34.9 36.9 17.3 3.9

3. 学年別

1 年 594 4.9 33.7 42.1 16.2 3.2

2 年 507 4.1 31.4 41.6 19.3 3.6

3 年 367 6.0 30.5 43.1 17.2 3.3

4 年 243 6.6 29.2 39.9 18.9 5.3

4．性＊学年別

男性 1 年 393 4.3 29.3 45.5 17.0 3.8

2 年 323 3.4 29.4 43.3 20.7 3.1

3 年 248 4.0 31.9 44.4 16.1 3.6

4 年 156 5.1 30.1 44.2 17.3 3.2

女性 1 年 201 6.0 42.3 35.3 14.4 2.0

2 年 184 5.4 34.8 38.6 16.8 4.3

3 年 119 10.1 27.7 40.3 19.3 2.5

4 年 87 9.2 27.6 32.2 21.8 9.2

5. 学科別

スポーツ健康科学科 1468 4.9 32.1 42.2 17.5 3.3

スポーツ科学科 157 5.1 31.2 41.4 16.6 5.7

マネジメント学科 47 4.3 29.8 34.0 23.4 8.5

健康学科 39 15.4 20.5 41.0 23.1 0.0

表 46 2023年度「決まった時間に食事をとりますか」

N
有

（)
無

（)

1. 全体 1711 43.3 56.7

2. 性別

男性 1120 37.6 62.4

女性 591 54.1 45.9

3. 学年別

1 年 594 37.7 62.3

2 年 507 43.6 56.4

3 年 367 46.3 53.7

4 年 243 51.9 48.1

4. 性＊学年別

男性 1 年 393 32.6 67.4

2 年 323 36.8 63.2

3 年 248 40.7 59.3

4 年 156 46.8 53.2

女性 1 年 201 47.8 52.2

2 年 184 55.4 44.6

3 年 119 58.0 42.0

4 年 87 60.9 39.1

5. 学科別

スポーツ健康科学科 1468 41.9 58.1

スポーツ科学科 157 50.3 49.7

マネジメント学科 47 55.3 44.7

健康学科 39 53.8 46.2
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表 47 2023年度「食事について，栄養のバランスを考えていますか」

N
考えない
（)

少しは考える
（)

考えて食べる
（)

1. 全体 1711 8.9 64.3 26.8

2．性別

男性 1120 9.7 61.9 28.4

女性 591 7.4 68.9 23.7

3. 学年別

1 年 594 6.7 66.3 26.9

2 年 507 7.5 64.3 28.2

3 年 367 10.9 65.7 23.4

4 年 243 14.4 57.2 28.4

4. 性＊学年別

男性 1 年 393 7.1 65.6 27.2

2 年 323 7.4 59.8 32.8

3 年 248 12.5 63.3 24.2

4 年 156 16.7 54.5 28.8

女性 1 年 201 6.0 67.7 26.4

2 年 184 7.6 72.3 20.1

3 年 119 7.6 70.6 21.8

4 年 87 10.3 62.1 27.6

5. 学科別

スポーツ健康科学科 1468 8.0 65.5 26.5

スポーツ科学科 157 12.7 55.4 31.8

マネジメント学科 47 19.1 61.7 19.1

健康学科 39 15.4 59.0 25.6

表 48 2023年度 朝食摂取頻度

N
食べない
（)

時々食べる
（)

ほぼ毎日食べる
（)

毎日食べる
（)

1. 全体 1711 7.4 30.0 30.5 32.1

2. 性別

男性 1120 7.6 29.2 30.2 33.0

女性 591 7.1 31.5 31.1 30.3

3. 学年別

1 年 594 4.2 23.6 34.7 37.5

2 年 507 6.9 31.8 28.2 33.1

3 年 367 10.6 33.5 27.8 28.1

4 年 243 11.5 36.6 29.2 22.6

4. 性＊学年別

男性 1 年 393 4.1 24.2 33.6 38.2

2 年 323 6.8 30.7 27.9 34.7

3 年 248 12.1 31.0 29.0 27.8

4 年 156 10.9 35.9 28.2 25.0

女性 1 年 201 4.5 22.4 36.8 36.3

2 年 184 7.1 33.7 28.8 30.4

3 年 119 7.6 38.7 25.2 28.6

4 年 87 12.6 37.9 31.0 18.4

5. 学科別

スポーツ健康科学科 1468 6.7 28.9 30.7 33.7

スポーツ科学科 157 10.2 33.8 31.2 24.8

マネジメント学科 47 14.9 55.3 19.1 10.6

健康学科 39 12.8 25.6 33.3 28.2
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表 49 2023年度 1 日の間食

N
考えない
（)

少しは考える
（)

考えて食べる
（)

1. 全体 1711 20.0 47.5 32.6

2. 性別

男性 1120 19.0 47.9 33.0

女性 591 21.8 46.5 31.6

3. 学年別

1 年 594 24.6 51.5 23.9

2 年 507 18.5 48.1 33.3

3 年 367 15.5 43.9 40.6

4 年 243 18.5 41.6 39.9

4. 性＊学年別

男性 1 年 393 22.9 53.2 23.9

2 年 323 19.8 47.1 33.1

3 年 248 13.7 43.1 43.1

4 年 156 16.0 44.2 39.7

女性 1 年 201 27.9 48.3 23.9

2 年 184 16.3 50.0 33.7

3 年 119 19.3 45.4 35.3

4 年 87 23.0 36.8 40.2

5. 学科別

スポーツ健康科学科 1468 20.2 48.4 31.3

スポーツ科学科 157 19.1 43.3 37.6

マネジメント学科 47 14.9 40.4 44.7

健康学科 39 20.5 35.9 43.6

表 410 2023年度 授業外 1 日の TV・スマホ等ディスプレイ視聴時間

N
2 時間未満
（)

25 時間未満
（)

46 時間未満
（)

68 時間未満
（)

8 時間以上
（)

1. 全体 1711 2.9 34.5 38.2 14.5 9.8

2. 性別

男性 1120 3.0 34.2 37.3 14.5 11.0

女性 591 2.7 35.2 39.9 14.6 7.6

3. 学年別

1 年 594 2.9 33.3 38.2 14.1 11.4

2 年 507 3.0 35.1 38.5 15.8 7.7

3 年 367 2.7 36.8 35.7 15.3 9.5

4 年 243 3.3 32.9 41.6 11.5 10.7

4. 性＊学年別

男性 1 年 393 2.5 33.1 36.9 14.8 12.7

2 年 323 3.1 33.4 38.7 15.5 9.3

3 年 248 3.6 36.7 35.5 15.3 8.9

4 年 156 3.2 34.6 38.5 10.3 13.5

女性 1 年 201 3.5 33.8 40.8 12.9 9.0

2 年 184 2.7 38.0 38.0 16.3 4.9

3 年 119 0.8 37.0 36.1 15.1 10.9

4 年 87 3.4 29.9 47.1 13.8 5.7

5. 学科別

スポーツ健康科学科 1468 2.9 34.8 37.7 15.0 9.7

スポーツ科学科 157 3.8 33.8 40.8 12.1 9.6

マネジメント学科 47 2.1 21.3 44.7 12.8 19.1

健康学科 39 2.6 43.6 41.0 7.7 5.1
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表 411 2023年度 現在の居住形態

N
啓 心 寮
（)

部 活 寮
（)

1 人暮らし
（)

実 家
（)

そ の 他
（)

1. 全体 1695 34.9 8.3 41.9 13.5 1.4

2. 性別

男性 1108 34.5 9.7 42.3 12.9 0.6

女性 587 35.6 5.8 41.2 14.7 2.7

3. 学年別

1 年 589 92.4 2.4 3.2 1.7 0.3

2 年 503 9.3 9.1 60.8 18.1 2.6

3 年 364 0.0 11.8 65.4 22.0 0.8

4 年 239 0.0 15.9 61.9 20.1 2.1

4. 性＊学年別

男性 1 年 389 91.3 2.8 4.1 1.5 0.3

2 年 320 8.4 10.9 61.3 18.1 1.3

3 年 245 0.0 13.1 66.1 20.4 0.4

4 年 154 0.0 18.8 61.7 18.8 0.6

女性 1 年 200 94.5 1.5 1.5 2.0 0.5

2 年 183 10.9 6.0 60.1 18.0 4.9

3 年 119 0.0 9.2 63.9 25.2 1.7

4 年 85 0.0 10.6 62.4 22.4 4.7

5. 学科別

スポーツ健康科学科 1456 40.6 7.1 38.7 12.4 1.2

スポーツ科学科 156 0.0 21.8 60.3 16.7 1.3

マネジメント学科 45 0.0 4.4 60.0 31.1 4.4

健康学科 38 0.0 5.3 71.1 21.1 2.6

表 412 2023年度 現在の健康状態

N
最高に良い

（)
とても良い

（)
良 い
（)

あまり良くない
（)

良くない
（)

1. 全体 1694 21.3 31.8 38.8 7.6 0.5

2. 性別

男性 1107 23.5 31.7 37.1 7.0 0.7

女性 587 17.0 32.0 42.1 8.7 0.2

3. 学年別

1 年 589 21.7 31.4 40.4 6.3 0.2

2 年 503 21.7 33.2 38.2 7.0 0.0

3 年 363 18.7 34.2 38.0 8.3 0.8

4 年 239 23.0 26.4 37.7 10.9 2.1

4. 性＊学年別

男性 1 年 389 22.9 32.4 39.1 5.4 0.3

2 年 320 25.3 33.1 34.7 6.9 0.0

3 年 244 20.5 32.4 38.1 8.2 0.8

4 年 154 26.0 26.0 35.7 9.1 3.2

女性 1 年 200 19.5 29.5 43.0 8.0 0.0

2 年 183 15.3 33.3 44.3 7.1 0.0

3 年 119 15.1 37.8 37.8 8.4 0.8

4 年 85 17.6 27.1 41.2 14.1 0.0

5. 学科別

スポーツ健康科学科 1455 21.0 32.7 39.0 7.0 0.3

スポーツ科学科 156 22.4 23.1 39.7 12.2 2.6

マネジメント学科 45 31.1 26.7 37.8 4.4 0.0

健康学科 38 15.8 39.5 28.9 13.2 2.6
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. さいごに

2023年度は COVID19感染拡大以前に行ってい

たスポーツ健康科学部生全員を対象に累加測定を実

施できた年であった．ただし，測定項目を限定した

実施となった．累加測定委員会の中で長年検討され

てきたことのうち，「教務的な視点を全学年に盛り

こむ」ということについては，今年度ようやく達成

することができた．そして教務的な視点を全学年に

盛り込むことで長年課題となっていた出席率の向上

が実現した．入学定員が600名となり，完成年度と

なる2024年度には，600名の卒業研究をどうするか

といった問題に直面する．累加測定は，データの利

活用に関する体制も既に整備されている．すなわ

ち，累加測定のデータを匿名加工または仮名加工情

報として提供することができるため，卒業研究の問

題を解決する糸口になるかもしれない．

他方，体格・体力測定項目やアンケート項目の充

実もデータの価値を高めていくために重要である．

ところが，4 学年合計2400名を学事暦にある累加測

定日の 1 日だけで測定しようと思うと，その項目

は厳選する必要がある．対象者数と測定項目数はト

レードオフの関係にある．この問題を解決するひと

つの方法としては，いつでも累加測定ができる環境

を整えるという方法がある．例えば，共同測定室の

様な場所を作り，そこに測定装置を常設し，測定員

が事前申込をした対象者を測定するのはどうだろう

か．累加測定日には基本項目だけを測定し，別日に

共同測定室で専門測定を実施することができれば，

データの価値が高まる．さらには，共同測定室があ

ることで，累加測定とは別に，運動部の強化につな

がるような体格・体力チェックを行い，変化をモニ

タリングすることができるのではないか．そういっ

たことが実現した先には，様々なデータの一元管理

があり，それにより様々な可能性が広がるだろう．

累加測定は，その行事そのものが，スポーツ健康

科学部に在籍する学生達の学びの機会となる．それ

が半世紀を超えて途絶えることなく累加されてきた

理由のひとつであろう．また，累加されてきたこと

で，このデータは他大学の研究者らが真似すること

ができない研究成果を生み出す．近年，J-Fit＋

Study としていくつかの成果は結実している．これ

まで何度か同窓生に対して郵送法によるアンケート

調査を実施し，学生時代の体格・体力と現在の運動

習慣や健康との関連について研究が行われている．

2023年度には，剣道部の OB を対象とした形態計

測や握力測定を実施した（Abe et al., 2023）．今後

は野球部の OB，蹴球部の OB などへも対象を広

げ，アンケートでは分からない関係性を明らかにし

ていくことになる．こういった取り組みは特定の研

究者の利益ではなく，数多ある体育・スポーツ系学

部の中から順天堂大学スポーツ健康科学部が選ばれ

る大学，魅力ある学部であり続けるための取り組み

である．大袈裟にいえば，トップアスリートを輩出

し，トップコーチを輩出し，トップスポーツサイエ

ンティストを輩出する，そしてすべてを兼ねそなえ

た人材を輩出できる唯一の大学になるために累加測

定がどうあるべきか，それくらい大風呂敷を広げて

今後も議論したい．
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累加測定を実施するにあたり，ご協力いただいた

学部構成員すべての皆様，さらに運営スタッフ，測
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健康医科学研究所博士研究員，リサーチアシスタン

ト，大学院生の皆さん，そしてスポーツ医科学研究
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付記

本年度の累加測定データのデータクリーニングお
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東海氏が担当した．
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2023年度に公表した累加測定，J-Fit＋ Study 関係

の資料

スポーツ健康医科学研究所2023年度 体格・体力

累加測定が行われました．スポーツ健康医科学
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